
童
田

評

皆
川
　
卓
著

『
等
族
制
国
家
か
ら
国
家
連
合
へ

ド
イ
ツ
国
家
の
設
計
図
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
し

近
世

』

石
　
井
　
大
　
輔

を
も
と
に
し
て
い
る
。

　
太
・
書
は
、
序
章
・
結
語
を
含
め
て
六
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
序
章
で
は
研

究
の
意
義
を
明
確
に
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
研
究
の
状
況
を
ふ
ま
え
た

本
書
の
問
題
設
定
を
提
示
す
る
。
第
一
章
で
は
議
論
の
前
提
で
あ
る
同
盟
の

略
史
を
概
観
す
る
。
第
工
章
で
は
同
盟
の
制
度
を
検
討
す
る
。
第
三
章
で
は

同
盟
構
成
員
の
人
的
結
合
を
同
時
代
の
社
会
的
変
化
と
関
連
づ
け
て
検
討
す

る
。
第
四
章
で
は
そ
の
人
的
結
合
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
同
盟
の
地
域
統

合
を
解
き
明
か
す
。
最
後
に
結
論
と
な
る
結
語
で
あ
る
。
以
下
に
各
章
の
概

要
を
ま
と
め
る
。

二

評

　
ド
イ
ツ
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
至
る
時
代

を
「
孤
児
」
と
評
す
る
よ
う
な
研
究
状
況
は
も
や
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た

感
が
あ
る
。
近
年
の
様
々
な
個
別
研
究
の
蓄
積
に
よ
り
、
中
世
ま
た
は
近
代

と
は
異
な
っ
た
性
質
を
備
え
た
「
近
世
」
と
い
う
時
代
概
念
が
確
立
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
個
々
の
領
髪
の
内
部
に
至
る
身
分
制
的
国

王
史
の
分
野
に
お
い
て
も
、
多
く
の
研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
も
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
の
よ
う
な
「
等
族
同
盟
扁
に
目
が
向
け

ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
等
族
同
盟
」
は
、
皇
帝
な
い
し
領

邦
君
主
と
帝
国
・
領
事
等
族
と
の
二
項
対
立
的
な
視
点
か
ら
は
見
過
ご
さ
れ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
各
華
族
問
の
水
平
的
な
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
そ
の
「
等
族
同
盟
」
で
あ
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
を
題
材
と
し
、
近

世
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
国
制
、
さ
ら
に
は
現
代
の
「
連
邦
制
」
に
も
通
じ
る

「
連
邦
制
的
伝
統
偏
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
な
お
本
書
は
、

著
者
皆
川
氏
が
二
〇
〇
三
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
に
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文

　
序
章
（
「
連
邦
制
」
の
深
淵
と
し
て
の
等
族
同
盟
）
で
は
、
ま
ず
「
連
邦

制
」
の
定
義
を
明
確
化
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
故
地
に
当
た
る
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ベ
ル
ギ
ー
が
い
わ
ゆ
る
「
連
邦
国
家
」
で
あ
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
連
邦

や
E
U
の
よ
う
な
、
主
権
が
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
共
同
体
に
属
す
る
連
邦
で
あ

る
「
国
家
連
合
し
が
存
在
す
る
。
ド
イ
ツ
の
国
家
学
者
イ
ェ
リ
ネ
ク
に
よ
れ

ば
、
こ
の
爾
者
の
決
定
的
な
相
違
は
主
権
が
上
位
権
力
（
連
邦
政
府
）
に
属

す
る
か
、
地
方
権
力
（
支
邦
）
に
属
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
イ
ェ
リ
ネ

ク
が
挙
げ
る
国
家
連
合
の
例
は
、
近
世
の
オ
ラ
ン
ダ
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
下
の

ス
イ
ス
、
独
立
か
ら
憲
法
制
定
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
、
一
九
徴
紀
ド
イ
ツ
の
ラ

イ
ン
同
盟
、
ド
イ
ツ
連
邦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
家
連
合
が
、
後
の
連
邦
国

家
の
起
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
著
者
は
次
の

よ
う
に
考
え
る
。
連
邦
国
家
が
持
つ
「
連
邦
制
的
伝
統
」
の
起
源
は
国
家
連

合
に
あ
る
、
そ
の
「
国
家
連
合
の
起
源
を
突
き
と
め
る
こ
と
こ
そ
、
連
邦
制
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的
伝
統
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
。
そ
し
て
こ
の
国
家
連

合
の
起
源
を
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
に
見
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
シ
ユ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
同
盟
は
領
域
の
支
配
権
を
自
ら
の
手
に
束
ね
つ
つ
あ
っ
た
女
族
の
同
盟

で
あ
り
、
制
度
、
領
域
性
、
＝
疋
の
持
続
性
の
点
に
お
い
て
「
国
家
連
合
に

お
け
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
備
え
」
て
い
た
。

　
ボ
ッ
ク
に
始
ま
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
の
詳
細
な
研
究
は
い
わ
ゆ
る
ブ

ル
ソ
ナ
ー
・
テ
ー
ゼ
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
制
度
史
・
構
造
史
研
究

の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
同
盟
の
人
的
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
カ
ー
ル
の

研
究
で
＝
つ
の
到
達
点
」
を
迎
え
る
。
著
者
は
、
こ
の
カ
ー
ル
の
研
究
を

出
発
点
と
す
る
。
そ
し
て
、
カ
ー
ル
の
研
究
に
お
い
て
残
さ
れ
た
課
題
で
あ

る
「
領
域
支
配
、
あ
る
い
は
そ
の
箭
段
階
と
し
て
の
地
域
統
合
と
、
人
的
結

合
の
関
係
」
の
解
明
を
本
書
の
重
要
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
第
～
章
で
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
岡
盟
の
発
足
か
ら
解
散
ま
で
の
略
史
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
発
足
の
引
き
金
と
な
っ
た
の

は
、
バ
イ
エ
ル
ン
巨
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
公
ゲ
オ
ル
ク
が
西
南
ド
イ
ツ
に
進
出
し

よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
旧
テ
イ
ロ
ル
参
議
官
た
ち
が

中
心
と
な
り
、
こ
の
地
域
の
貴
族
を
結
集
し
た
「
聖
ゲ
オ
ル
ク
の
盾
会
」
が

設
立
さ
れ
た
。
ま
た
帝
国
都
市
も
反
バ
イ
エ
ル
ン
の
下
「
シ
ユ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン

都
市
同
盟
」
を
復
活
さ
せ
た
。
こ
の
両
団
体
に
諸
侯
と
し
て
テ
ィ
ロ
ル
公
と

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
が
加
わ
り
、
一
四
八
八
年
に
第
一
次
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ

ン
同
盟
が
発
足
し
た
。
同
盟
初
期
（
一
四
八
八
年
～
｝
五
〇
〇
年
、
第
一
、

二
次
同
盟
）
に
お
い
て
主
要
な
問
題
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
お
よ
び
ス
イ
ス
と
の

戦
争
で
あ
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
ー
ー
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
公
ゲ
オ
ル
ク
、
そ
の
同
盟

者
バ
イ
エ
ル
ン
ほ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
公
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
と
同
盟
と
の
紛
争
は
、
同

盟
の
軍
事
力
を
背
景
に
、
ゲ
オ
ル
ク
の
西
方
進
出
断
念
で
終
結
し
た
。
多
く

の
貴
族
や
九
つ
の
帝
国
都
市
が
離
脱
し
な
が
ら
も
結
成
さ
れ
た
第
二
次
同
盟

時
に
は
、
　
一
四
九
五
年
ヴ
ォ
ル
ム
ス
帝
国
議
会
で
の
帝
国
改
革
案
に
端
を
発

し
た
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
の
ス
イ
ス
戦
争
が
起
き
た
。
同
盟
中
期
（
一
五
〇

〇
年
⊥
三
年
、
第
三
、
四
次
同
盟
）
に
は
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。
一
つ

は
そ
れ
ま
で
敵
対
し
て
き
た
バ
イ
エ
ル
ン
匡
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
公
や
大
帝
国
都
市

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
加
盟
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
騎
士
の
激
減
に
よ
る
貴
族

団
体
の
編
成
替
え
と
裁
判
制
度
の
変
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
同

盟
は
バ
イ
エ
ル
ン
測
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
公
ゲ
オ
ル
ク
の
後
継
者
問
題
に
よ
る

「
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
戦
争
」
や
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
ウ
ル
リ
ヒ
と
他
の
同
盟

構
成
員
と
の
対
立
に
よ
る
「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
戦
争
」
を
経
験
し
た
。
同

盟
後
期
（
一
五
工
二
年
～
三
四
年
、
第
五
次
同
盟
）
は
、
多
く
の
諸
侯
の
加

盟
に
よ
っ
て
地
域
的
に
拡
大
し
た
｝
方
で
、
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
が
勃
発
し
、

同
盟
に
宗
派
対
立
が
大
き
な
影
を
落
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
　
一

五
三
四
年
同
盟
は
消
滅
し
た
。

　
第
二
章
（
同
盟
の
制
度
）
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
の
制
度
を
整
理
す

る
。
同
盟
の
制
度
は
基
本
的
に
は
同
盟
規
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。

貴
族
の
団
体
で
あ
っ
た
「
聖
ゲ
オ
ル
ク
の
盾
会
」
は
各
地
区
部
会
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
地
区
部
会
団
長
と
参
事
が
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
「
盾
会
」
全

体
の
団
長
も
選
出
さ
れ
た
。
都
市
団
体
も
「
盾
会
」
の
制
度
に
倣
っ
て
団

長
・
参
事
制
を
採
用
し
た
。
一
五
〇
〇
年
以
降
諸
侯
も
圃
長
・
参
事
を
選
出

し
、
同
盟
参
事
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
諸
侯
の
同
盟
へ
の
統
合
が
計
ら
れ

た
。
ま
た
同
年
か
ら
「
国
会
」
が
廃
さ
れ
、
高
位
聖
職
者
、
高
級
貴
族
、
騎

士
の
三
身
分
か
ら
成
る
「
貴
族
団
体
し
と
な
っ
た
。
同
盟
の
最
高
意
志
決
定

機
関
と
し
て
同
盟
参
事
会
が
置
か
れ
た
。
同
盟
参
事
会
の
注
目
す
べ
き
点
は
、

各
心
耳
が
参
加
人
数
や
票
割
り
と
い
っ
た
点
で
基
本
的
に
平
等
で
あ
っ
た
と
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戸当

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
同
盟
の
代
表
者
た
る
同
盟
団
長
が
各
等
族
ご
と
に
置
か
れ
、
同

盟
参
事
会
の
議
長
や
調
整
役
を
担
い
、
同
盟
参
事
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い

間
に
は
同
盟
業
務
～
般
を
引
き
受
け
た
。
ま
た
紛
争
の
調
停
・
仲
裁
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
他
同
盟
の
書
類
作
成
を
担
う
同
盟
書
記
も
同
様

に
置
か
れ
た
。
同
盟
政
治
に
と
っ
て
重
要
な
機
関
と
し
て
第
二
次
同
盟
か
ら

は
、
同
盟
裁
判
所
に
専
任
裁
判
官
が
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
第
三
次
同
盟
で
は

専
任
裁
判
官
を
諸
侯
、
貴
族
、
都
市
か
ら
各
一
人
ず
つ
選
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

同
盟
の
費
用
負
担
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
・
財
産
に
応
じ
て
割
り
当
て
る
台

帳
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
の
ち
に
同
盟
が
等
号
の
臣
民
に
直
接
賦
課
す
る

「
免
焼
金
」
の
徴
収
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
第
三
章
（
同
盟
の
人
的
統
合
）
で
は
、
同
盟
構
成
員
の
人
的
関
係
が
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
。
同
盟
指
導
者
た
ち
は
婚
姻
関
係
や
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
関
係
で
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
、

こ
れ
ら
の
関
係
が
、
「
生
き
残
り
の
た
め
の
自
己
改
革
を
遂
げ
た
出
自
貴
族
、

台
頭
す
る
学
識
貴
族
や
「
軍
事
企
業
家
」
、
上
層
市
民
が
政
治
権
力
の
担
い

手
と
し
て
汲
み
上
げ
ら
れ
、
彼
ら
の
合
流
と
、
血
統
以
外
の
能
力
が
求
め
ら

れ
る
政
治
エ
リ
ー
ト
集
団
の
成
立
を
促
し
」
、
逆
に
そ
れ
以
外
の
者
の
没
落

を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
旧
来
の
身
分
的
な
枠
の
変
動
1
「
社
会
的
流

動
化
」
一
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
シ
ユ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
に
取
り
組
ん
だ
の

が
カ
ー
ル
の
研
究
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
研
究
を
補
完
、
発
展
さ
せ
る
た
め

に
著
者
は
、
現
実
の
地
域
的
な
政
治
と
人
的
結
合
と
の
関
係
を
同
盟
団
長
ヴ

イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ッ
セ
ラ
ー
ら
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。
ベ
ッ
セ
ラ
ー
家

は
、
同
じ
く
ウ
ル
ム
市
の
都
市
貴
族
の
ク
ラ
フ
ト
家
や
ナ
イ
ト
ハ
ル
ト
家
と

密
接
な
婚
姻
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
同
盟
貴
族
に
も

広
が
っ
て
い
た
。
同
盟
の
日
常
的
業
務
で
あ
る
紛
争
調
停
や
仲
裁
に
お
い
て
、

ベ
ッ
セ
ラ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
入
物
が
仲
裁
人
を
務
め
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
「
薪
興
の
知
的
・
経
済
的
・
政
治
的
エ
リ
ー
ト
派
閥
」
が
「
社
会
的

流
動
化
」
の
中
か
ら
登
場
し
、
こ
れ
が
同
盟
政
治
を
動
か
す
同
盟
指
導
者
た

ち
と
な
っ
た
。

　
ま
た
諸
侯
、
貴
族
団
体
、
都
市
団
体
と
い
っ
た
各
同
盟
等
族
を
集
団
と
し

て
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合
に
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
。
安
定
し
た

基
盤
の
上
に
立
つ
諸
侯
に
と
っ
て
同
盟
へ
の
加
入
は
自
ら
の
領
邦
政
策
か
ら

の
要
請
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
高
位
聖
職
者
も
財
政
的
に
は
安
定
し
て
い
た
が
、

フ
ォ
ー
ク
タ
イ
を
有
す
る
周
辺
権
力
や
自
領
の
臣
民
の
反
抗
に
対
抗
す
る
た

め
に
同
盟
を
必
要
と
し
て
い
た
。
「
社
会
的
流
動
化
」
の
影
響
を
受
け
た
騎

士
は
、
高
級
貴
族
に
上
昇
し
た
者
、
諸
侯
や
高
級
貴
族
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

し
て
同
盟
に
と
ど
ま
っ
た
者
、
そ
し
て
財
政
的
基
盤
が
弱
く
、
同
盟
の
負
担

に
耐
え
か
ね
脱
落
し
て
い
っ
た
者
に
分
か
れ
た
。
高
級
貴
族
も
騎
士
ほ
ど
決

定
的
で
は
な
い
に
し
ろ
婚
姻
関
係
や
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
よ

る
同
盟
へ
の
統
合
が
見
て
取
れ
る
。
都
市
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
、
ウ
ル
ム
の
よ
う
な
大
都
市
が
、
中
小
都
市
に
対
し
て
影

響
力
を
持
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
人
的
関
係
（
門
閥
）
を
急
心
と
し
た
同
盟
政
治
（
同
盟
参

事
会
）
は
べ
ッ
セ
ラ
ー
閥
の
崩
壊
後
、
領
邦
君
主
や
都
市
参
事
会
が
「
外
交

自
主
権
」
を
確
立
さ
せ
る
（
「
お
上
」
（
○
び
ユ
α
q
冨
ε
に
成
長
す
る
）
こ
と
に

よ
っ
て
変
質
し
た
。
つ
ま
り
同
盟
参
事
・
団
長
な
ど
の
役
職
著
個
人
の
意
志

だ
け
で
同
盟
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
「
お
上
」
の
統
制
下
に

置
か
れ
た
。
同
盟
に
「
人
格
か
ら
制
度
へ
の
重
心
の
移
行
扁
が
起
こ
っ
た
。

　
第
四
章
（
同
盟
の
地
域
統
合
）
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
か
ら
第
　
二
章
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に
お
け
る
人
的
統
合
だ
け
で
は
説
明
不
可
能
な
地
域
的
な
ま
と
ま
り
、
「
空

間
的
な
近
さ
に
よ
る
何
ら
か
の
政
治
的
連
帯
」
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
近
世
ド
イ
ツ
に
応
用
可
能
な
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
、

国
際
政
治
学
に
お
け
る
「
地
域
主
義
論
」
、
特
に
「
新
機
能
主
義
」
が
提
示

さ
れ
る
。
門
新
機
能
主
義
」
と
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
非
政
治
的
な
課
題
を

処
理
す
る
超
国
家
的
な
組
織
の
創
設
に
至
り
、
こ
の
活
動
が
政
治
的
な
課
題

に
も
「
波
及
鳳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
超
国
家
的
な
地
域
統
合
が
起
き
る
、
と

い
う
理
論
で
あ
る
。
当
然
近
世
に
お
い
て
は
支
配
領
域
が
人
格
と
不
可
分
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
領
域
的
な
流
動
性
等
の
問
題
が
あ
る
が
、
「
新
機
能
主

義
」
は
地
域
統
合
へ
の
プ
ロ
セ
ス
の
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
同
盟
の
地
域
統
合
に
つ
い
て
、
同
盟
の
最
も
基
本
的
な
機
能
で
あ

る
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
機
能
か
ら
の
検
討
が
試
み
ら
れ
る
。
同
盟
ラ
ン
ト
ブ

リ
ー
デ
の
機
能
は
、
「
暴
力
的
機
能
（
物
理
的
暴
力
）
」
と
門
司
法
機
能
（
仲

裁
、
仲
裁
裁
定
及
び
仲
裁
裁
判
）
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
機
能
と
地

域
統
合
と
の
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
著
者
は
同
盟
等
族
の
所
領
を
そ

の
加
盟
期
間
に
応
じ
て
三
つ
に
分
類
し
た
。
一
度
も
同
盟
か
ら
脱
退
し
な
か

っ
た
地
域
を
ゾ
ー
ン
ー
、
同
盟
存
続
期
間
の
約
九
〇
％
で
あ
る
四
一
年
以
上

加
盟
し
て
い
た
地
域
を
ゾ
ー
ン
2
、
同
じ
く
約
四
五
％
の
二
〇
年
以
上
加
盟

し
て
い
た
地
域
を
ゾ
ー
ン
3
、
最
後
に
残
り
の
地
域
を
ゾ
ー
ン
4
と
し
た
。

　
ま
ず
暴
力
的
機
能
に
関
し
て
は
、
大
規
模
な
暴
力
行
使
は
非
同
盟
等
族
相

手
に
限
ら
れ
て
お
り
、
ゾ
ー
ン
ー
、
2
の
周
辺
で
は
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

少
な
か
っ
た
。
ゾ
ー
ン
2
に
優
越
所
領
を
有
し
た
非
同
盟
等
族
の
フ
ェ
！
デ

に
お
い
て
は
、
緊
急
措
置
と
し
て
暴
力
的
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
場
合

も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
暴
力
は
限
定
的
で
、
最
終
的
に
は
仲
裁
に
よ
る
解

決
が
求
め
ら
れ
た
。
逆
に
同
盟
等
族
だ
が
、
ゾ
ー
ン
4
に
優
越
所
領
を
有
し

て
い
た
等
要
衝
の
フ
ェ
ー
デ
で
は
、
仲
裁
が
う
ま
く
い
か
ず
、
暴
力
的
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
ゾ
ー
ン
ー
、
2
で
は
、
暴
力
で
は
な
く
仲
裁

に
よ
っ
て
紛
争
解
決
が
図
ら
れ
た
「
暴
力
禁
止
圏
」
が
形
成
さ
れ
、
逆
に

ゾ
ー
ン
3
、
4
で
は
暴
力
に
よ
る
解
決
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
。

　
ま
た
も
う
一
つ
の
機
能
、
「
司
法
機
能
」
に
関
し
て
は
、
第
四
次
同
盟
ま

で
は
中
小
等
族
の
多
い
ゾ
ー
ン
ー
、
2
に
属
す
る
歌
聖
の
同
盟
司
法
利
用
率

が
高
い
が
、
第
五
次
同
盟
で
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
諸
侯
勢
力
を
含
む
ゾ
ー
ン
3
、

4
の
利
用
率
が
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
皆
で
「
法
を
発
見
す
る
」
と
い
う
ス
タ

イ
ル
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
同
盟
の
司
法
が
「
紛
争
当
事
者
の
地
域
的
帰
属
性

を
問
わ
な
い
」
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
紛
争

の
原
因
を
見
て
み
る
と
、
「
フ
ェ
ー
デ
な
い
し
暴
力
行
為
を
原
因
と
す
る
紛

争
」
が
最
も
多
く
、
そ
の
中
で
調
停
に
失
敗
し
て
暴
力
行
使
に
走
っ
た
事
例

は
ゾ
ー
ン
ー
、
2
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
も
同
盟
は

ほ
ぼ
「
正
当
な
暴
力
の
独
占
」
を
達
成
し
て
い
た
。

　
し
か
し
バ
イ
エ
ル
ン
ー
ー
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
公
ゲ
オ
ル
ク
の
よ
う
な
強
力
な
非

同
盟
等
族
が
紛
争
に
関
わ
る
場
合
、
同
盟
で
は
共
通
の
聖
裁
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
戦
争
を
回
避
す
る
に
は
帝
国
最
高
法
院
に
解
決
を
委
ね

る
か
し
か
な
か
っ
た
。
逆
に
醤
え
ば
、
帝
国
と
い
う
権
威
に
よ
っ
て
同
盟
は

「
帝
国
内
部
の
地
域
統
合
に
留
ま
っ
た
」
。
ま
た
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
い
う

帝
国
外
者
に
属
す
る
ベ
ル
ン
市
の
市
民
と
同
盟
都
市
ウ
ル
ム
と
の
紛
争
は
、

共
通
の
仲
裁
の
場
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
暴
力

的
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
か
、
そ
れ
を
背
景
に
し
た
政
治
的
交
渉
が
用
い
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
事
情
を
抱
え
た
同
盟
等
族
が
共
通
し
て
受
け
入
れ
得

た
「
波
及
」
要
因
は
、
「
暴
力
禁
止
圏
の
形
成
」
だ
け
だ
っ
た
。
同
盟
の
二

つ
の
う
ン
ト
フ
リ
ー
デ
機
能
の
内
、
「
暴
力
的
機
能
」
は
一
定
の
地
域
性
を
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評書

保
ち
得
た
が
、
「
司
法
機
能
」
は
帝
国
の
諸
機
関
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
逆
に
帝
国
全
域
に
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
「
暴

力
禁
止
圏
の
形
成
」
や
そ
れ
を
前
提
と
し
た
司
法
制
度
を
備
え
た
同
盟
政
治

の
経
験
が
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
の
導
入
を
通
じ
て
帝
国
内
に
広
ま
っ
た
。

　
最
終
章
（
結
語
）
に
お
い
て
、
各
章
の
議
論
を
整
理
し
、
本
書
金
面
と
し

て
の
結
論
が
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
シ
ユ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
政
治
制
度
（
近
世
ド
イ
ツ
国
家
の
設
計
図
）
が
、
「
空
間
的
に
隣
接

す
る
自
立
的
権
力
が
契
約
を
通
じ
て
上
位
権
威
を
設
立
し
、
秩
序
の
維
持
に

必
要
な
特
定
の
事
柄
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
服
従
す
る
と
い
う
、
連
邦
制
的
伝

統
の
核
心
を
成
す
政
治
文
化
」
を
実
現
可
能
な
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の

経
験
が
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

三

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
E
U
と
い

う
存
在
で
経
済
的
統
合
か
ら
政
治
的
統
合
へ
と
拡
大
し
よ
う
し
て
い
る
。
ト

ル
コ
の
加
盟
に
つ
い
て
は
現
在
議
論
の
最
中
で
は
あ
る
が
、
地
域
的
に
も
キ

リ
ス
ト
教
圏
を
も
越
え
た
新
し
い
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
生
み
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
連

邦
制
」
の
起
源
を
（
近
世
の
）
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
事
に
留
め
る
の
で
は

な
く
、
「
連
邦
制
」
の
核
心
を
持
っ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
に
ま
で
進
め

た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
連
邦
制
」
の
よ
う
に
現
代
で
も

使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
の
定
義
を
明
確
に
し
、
そ
の
中
か
ら
研
究
の
意
義
や

匿
的
を
抽
出
す
る
過
程
を
記
し
た
序
章
は
評
者
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
と
な

っ
た
。
第
四
章
に
お
い
て
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
手
法
を
用
い
て
、
具

体
的
に
言
え
ば
丹
念
に
紛
争
調
停
や
仲
裁
裁
判
の
事
例
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
同
盟
の
地
域
統
合
」
を
導
き
出
し
た
著
者
の
研
究
は
歴
史

学
を
志
す
者
に
と
っ
て
一
つ
の
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
は
表
に
し
て
し
ま
え
ば
数
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
詰
め
ら
れ
た

内
容
の
豊
窟
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
国
際
政
治
学
な
ど
の
他
分
野

の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
姿
勢
も
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最

後
に
評
者
の
関
心
に
関
連
し
た
点
で
は
、
暴
力
禁
止
圏
の
形
成
に
よ
っ
て
、

宗
派
対
立
が
激
化
し
た
時
期
に
お
い
て
も
当
該
地
域
で
フ
ェ
ー
デ
が
ほ
と
ん

ど
起
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
い
か
に
宗
派
対
立
を
克
服
す
る
か
と
い
う
問
題

に
対
し
て
、
大
変
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
疑
問
点
も
含
め

て
詳
し
く
後
述
し
た
い
と
思
う
。
次
に
、
評
者
が
い
く
つ
か
疑
問
を
感
じ
た

点
を
挙
げ
る
。

　
第
一
に
、
な
ぜ
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
が
「
充
実
し
た
制
度
」
を
備
え
る

に
至
っ
た
の
か
。
同
盟
制
度
の
基
礎
部
分
は
「
聖
ゲ
オ
ル
ク
の
盾
会
」
や
シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
都
市
同
盟
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
例
え
ば
「
充
実
し
た
制
度
」

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
裁
判
制
度
は
な
ぜ
必
要
に
な
っ
た
の
か
、

と
い
う
問
題
は
本
雷
に
お
い
て
多
く
語
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
次
同
盟
時
に

專
任
裁
判
官
の
置
か
れ
た
同
盟
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
第
三
次
同
盟

時
に
は
諸
侯
、
貴
族
、
都
市
か
ら
各
一
人
ず
つ
の
専
任
裁
判
富
が
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
紛
争
調
停
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
化
さ

れ
た
裁
判
制
度
に
先
行
し
て
、
同
盟
参
事
会
な
い
し
同
盟
委
員
会
、
ま
た
は

同
盟
団
長
に
よ
る
紛
争
調
停
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
旧
来
の
紛
争
調

停
が
存
在
し
な
が
ら
、
同
時
に
新
た
な
裁
判
制
度
が
必
要
だ
っ
た
理
由
は
明

確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
巻
末
の
表
1
5
「
同
盟
裁
判
所
に
お
け
る
紛
争
調
停
及

び
仲
裁
裁
判
」
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
事
例
だ
け
な
の
で
、
読
者
に
同
盟
裁

判
所
に
よ
る
紛
争
調
停
の
特
徴
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
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う
か
。

　
第
二
に
、
も
う
～
つ
制
度
に
関
す
る
事
柄
と
し
て
、
本
書
の
中
で
何
度
か

現
れ
る
各
等
族
問
に
お
け
る
平
等
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か

と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
確
か
に
同
盟
規
約
で
定
め
ら
れ
た
団
長
、

同
盟
参
事
会
、
同
盟
裁
判
所
の
人
事
や
票
割
り
は
、
諸
侯
、
貴
族
、
都
市
と

い
う
各
等
族
で
平
等
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
盟
参
事
会
に
つ
い
て
、
本
書
に

は
「
採
決
は
諸
侯
か
ら
始
め
ら
れ
た
た
め
、
貴
族
や
都
市
が
、
バ
ト
ロ
ネ
ー

ジ
に
よ
っ
て
そ
れ
に
追
随
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
も
あ
る
。

そ
う
す
る
と
こ
の
平
等
が
同
盟
参
事
会
に
お
い
て
正
常
に
機
能
し
て
い
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
盟
参
事
会
な
ど
の
討
議
が

極
秘
と
さ
れ
、
詳
綱
は
史
料
に
現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ

ろ
う
が
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
説
明
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
ま
た
同
盟
参

事
会
が
行
っ
た
紛
争
講
停
に
つ
い
て
も
、
各
等
族
闘
で
の
平
等
を
読
み
と
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
選
帝
侯
・
諸
侯
の
優
位
が
確
立
さ
れ
て
い
た
帝
国

議
会
と
の
比
較
で
際
立
っ
て
い
た
特
…
徴
と
し
て
、
同
盟
内
の
平
等
が
言
及
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
実
効
性
に
関
し
て
、
具
体
的
な
事
例
を
伴
っ
た
考
察

が
あ
れ
ば
と
残
念
に
思
わ
れ
た
。

　
第
三
に
、
第
一
、
二
章
の
同
盟
略
史
や
同
盟
制
度
か
ら
見
え
る
同
盟
像
と

第
三
、
四
章
か
ら
見
え
る
同
盟
像
が
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
同
盟
参
事
会
に
関
す
る
問
題
と
も
関
わ
る
の
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
第
三
章
に
登
場
す
る
ベ
ッ
セ
ラ
ー
た
ち
が
同
盟
全
体
に
関
わ
る

大
事
件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
ど
う
関
与
し
た
の
か
、
ま
た
は

関
与
し
な
か
っ
た
の
か
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
読
者
に
と
っ
て
シ
ュ
ヴ

ァ
ー
ベ
ン
同
盟
の
全
体
像
が
把
握
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ベ
ッ
セ
ラ
ー
は
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
一
四

九
七
年
頃
に
は
同
盟
団
長
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
、
読
者
が
ベ
ッ
セ
ラ
ー
ら
を
地
域
的
な
有
力
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

「
同
盟
指
導
者
」
と
し
て
認
識
で
き
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
著
者
の
主
要
な
関
心
が
第
～
二
章
や
第
四
章
で
描
か
れ
る
「
同
盟
の
日
常
的

な
地
域
業
務
（
紛
争
調
停
）
」
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
に
あ
る
こ
と
は
理
解
で

き
る
。
し
か
し
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
に
つ
い
て
不
案
内
な
読
音
に
も
、
本

書
全
体
を
通
じ
て
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
同
盟
の
全
体
像
を
提
示
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
最
後
に
第
四
章
の
「
地
域
統
合
扁
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
こ

で
著
者
は
同
盟
の
存
続
し
て
い
た
期
間
を
通
じ
て
ゾ
！
ン
一
、
二
に
お
い
て

暴
力
禁
止
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
。
ま
た
先
に
も

触
れ
た
が
、
著
者
は
第
四
章
の
小
括
に
お
い
て
、
「
同
盟
の
解
散
後
、
宗
派

対
立
に
よ
る
混
乱
の
二
〇
年
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
を
覆
い
、
こ
の
地
域
の
旧

同
盟
等
族
も
両
宗
派
に
分
裂
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
フ
ェ
ー
デ
が
荒
れ
狂
っ

た
フ
ラ
ン
ケ
ン
と
違
っ
て
、
彼
ら
の
間
で
フ
ェ
ー
デ
は
殆
ど
起
き
て
い
な

い
」
と
し
て
い
る
。
同
盟
が
存
続
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
同
盟
権
力

に
よ
る
「
正
当
な
暴
力
の
独
占
」
が
暴
力
禁
止
圏
と
い
う
も
の
を
生
み
出
し

た
。
つ
ま
り
制
度
的
な
裏
付
け
が
あ
る
平
和
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
宗
教
平

和
扁
を
含
む
一
五
五
五
年
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
議
会
の
最
終
決
議
に
よ

っ
て
形
作
ら
れ
た
帝
国
国
制
　
　
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
　
　
が
、
こ
の
地
域

の
平
和
に
対
し
て
同
様
に
裏
付
け
を
も
た
ら
し
た
。
と
す
る
と
同
盟
解
散
か

ら
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
議
会
ま
で
の
問
は
、
な
ぜ
平
和
は
維
持
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
答
え
こ
そ
が
「
地
域
統
合
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
同
盟
や
帝
国
ク
ラ
イ
ス
な
ど
の
制
度
の
助
け
を
借
り
ず
と
も
平
和
を
維
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持
し
て
い
た
こ
の
時
期
こ
そ
が
「
地
域
統
合
一
を
考
え
る
上
で
格
好
の
舞
台

と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

　
以
上
、
本
書
を
読
み
進
め
る
中
で
、
気
に
な
っ
た
点
を
述
べ
た
。
本
書
が

大
変
重
厚
な
専
門
書
で
あ
る
た
め
、
評
者
の
理
解
力
不
足
な
点
も
あ
っ
た
か

と
思
う
。
こ
の
点
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
最
後
に
評
者
の
希
望
を
付
け

加
え
た
い
。
同
盟
か
ら
帝
国
ク
ラ
イ
ス
、
そ
の
後
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
全
体

へ
と
至
る
過
程
も
含
め
て
、
同
盟
解
散
後
の
問
題
に
関
し
て
は
、
著
者
自
身

も
「
本
書
の
対
象
範
囲
を
大
き
く
逸
脱
す
る
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
れ
自
体
の

た
め
に
層
の
厚
い
研
究
を
要
す
る
の
で
」
と
断
っ
て
の
記
述
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
～
読
者
と
し
て
、
こ
の
同
盟
解
散
後
に
関
す
る
考
察
は
大
変
興
味
深
い

も
の
で
あ
る
。
著
者
の
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
同
盟
解
散
後
に
つ
い
て
も

何
ら
か
の
答
え
が
添
さ
れ
る
の
を
切
に
願
い
つ
つ
、
こ
の
拙
い
書
評
を
締
め

く
く
り
た
い
。
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